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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はI型膜タンパク質であり、免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。髄鞘形成過程に関与すると考えられています。シアリル化された複合糖質に結合し、特定のミエリン-ニューロン細胞間相互作用を媒介するレクチンです。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの選択的スプライシング転写産物が記載されています。[RefSeq提供、2010年11月],機能：出生後の神経発達において、神経細胞と髄鞘形成細胞間のシアリン酸依存性細胞間相互作用を媒介する接着分子。α-2,3結合シアリン酸に優先的に結合する。,オンライン情報：Siglec-4,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。 SIGLEC（シアリン酸結合Ig様レクチン）ファミリー。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを4つ含む。,サブユニット：RTN4Rに結合します。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）
	画像データ
	

	MAGポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞、HepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。

